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新日本石油株式会社

マレーシア・サラワク沖ガス田で新たなガス埋蔵量を発見！

～マレーシアＬＮＧティガ・プロジェクトの展開～

記者各位

当社（社長：西尾 進路）グループの石油開発部門である新日本石油開発株式会社 （社長：大森 輝夫）が出資する日石マレーシア石

油開発株式会社は、マレーシア・サラワク沖ＳＫ－１０鉱区内ラヤン・ガス田において新たなガス埋蔵量を発見しましたのでお知らせ

いたします。

ラヤン・ガス田は、現在商業生産している※1ヘラン・ガス田の東側８キロメートルに位置し、これまで埋蔵量の確認作業を行ってまい

りましたが、本年５月より開始した深度３,７００メートルの掘削で、ガス層の新たな広がりを発見いたしました。

その後のガス産出テストの結果、日量計約３,０００万立方フィートのガスおよび日量計約２,０００バレルのコンデンセートの産出（あわ

せて原油換算：日量計約７,０００バレル）を確認いたしました。

今後は、ラヤン・ガス田の商業生産実施に向けた本格的な準備を行い、商業生産開始後は、ヘラン・ガス田同様、全長約２００キロ

メートルの海底パイプライン経由で、当社が出資するマレーシアＬＮＧティガ社（サラワク州 ビンツル）に天然ガスを輸送し、同社で液

化後、ＬＮＧとして日本国内の需要家などに販売する予定です。

※1 マレーシア・サラワク沖ＳＫ－１０鉱区内のヘラン・ガス田は、2003年11月からマレーシアＬＮＧティガ･プロジェクトの一つとして、日石マレーシア石油開発

株式会社が７５％の権益を保有し、オペレーターとして天然ガスを商業生産中。
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